DEMON 


プリメインアンプ 

PMA-2000SE 


取扱説明書 


•お買い上げいただき、ありがとうございまず。 

• ご使用の前じこの取扱説明書をよ < お読みの上、正しくご使用 < ださい。 
•お読みになったあとは、いつでも見6れるところに「保証書」•「製品のご柜談と 
修理-サービス窓□のご案内」と共に大切に保管してください。 

• この製品は化張修理巧象製品でず。 

詳しくは，「保証と修理こついて」（屈=13ページ）をご覧ください。 
_ ) 




ごな用になる前に 


まを上のごミ主意 


正しく安全にお使いいただくため、ご使 
届の前に必ずよ < お読みください。 

この取扱説明書および製品への表示で 
は、製品を安全に正しくお使いいただき、 
あなたや他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止ずるために、いろいろな 
絵表示をしています。その絵表示と意巧 
は次のようになっていまず。 

内容をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


給表示の例 

図の中やお傍に具体的な禁止内容が 
キ由かれています。 


A 


感電ミ主意 


A 記号はま意〔危険-警告を含む）を 
促ず内容があることを告げるわのでず。 




分解禁止 


0記号は禁止の行為であることを 
告げるちのです。 


を 


電源プラグを 
コンセントか6抜け 


>記号は行為を強制したり指示したりずる 
内容を告げるわのです。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

人が死 t または重傷を負う可能性が想をされる内容を示していまず。 


运 


万一異常が発ちした6、 
電源プラグをすぐに抜く 

煙や異臭、異音が化たとき 


電源 プラグを 
コンセント •落としたり、破損したとき 

から勘寸•機器内部に水や金属類、燃えやずいも 
のなどが入ったとき 

そのまま使用ずると、义災•感電の原因となりま 
す。すぐに本体と接続している機器の電源を切り、 
必ず電源プラグをコンセントか6抜いて、安全を 
確認してか6販売店にご速絡ください。 

お客様による修理などは危険ですので鮑対におや 
めください。 


〇 


必ず実施 


ご使巧は正しい電源電圧で 

表示された電源電圧材外で使巧しないで 
ください。 

义災-感電の原因となります。 


〇 


必ず実施 


電源コードは大切に 

電源コードを傷つけたり、破損したり、 
力□エしたりしないでください。また、重 
いわのをのせたり、加熱したり、引っ張っ 
たりすると電源コードが破損し、义楽- 
感電の原因となります。 

電源コードが傷んだ6、ずぐに販売店に 
交換をご依頼ください。 


〇 電源プラグの巧および巧の付お 
にほこりや金属物が付着してい 
ぉず実施 るときは 

電源プラグをコンセントから抜いて、乾 
いた巧で取り除いてください。そのまま 
使巧すると义災‘感電の原因となります。 


0 


禁止 


巧部に水などの液体や異物を入 
れない 

機器内部に水などの液体や金属類、燃え 
やずいものなどを差し込んだり、落とし 
込んだりしないでください。 

义災•感電の原因となりまず。 

特にお子様のいるご家庭ではごを意くだ 
さい。 


水めれ 
禁止 


水をかけたり、 

濡らしたりしない 

雨天-降雪中-巧岸-水辺での使巧は特 
にごミ主意ください。 

义巧-感電の原因となります。 


0 


禁止 


乾電池は巧電しない 

電池の破裂-液漏れじより、义が-けが 
の原因となります。 




ねじをかしたり、 

巧解や改造したりしない 

内部には電圧の高い部分がありますの 
で、义炎•感電の原因となりまず。 
内部の点横-調整-修理は販売店じご依 
頼ください。 




接触禁止 


雷が鳴り出したら 

機器皆電源プラグには触れないでくださ 
い。 

感電の原因となりまず。 


0 

水場での 
巧用禁止 


風呂-シャヮー室では 
使用しない 

义炎-感電の原因となります。 


® この機器の上に巧瓶-植木鉢 • 
コップ-化粧品-薬品や水など 
水が入った容器、およびルさな金 
禁止 属物を置かない 

こぼれたり> 中に入った場合，义巧•感 
電の原因となります。 
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A を意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

人が傷害を負う可能性が想をされる内容および物的損害のみの発生が想をされる内容を示していまず。 


A 

ミ主意 

0 


付属の電源コードを使用する 

他の機器の電源コードを本機に使用しな 
いでください。 

また、付属の電源コードは本機切外には 
使用しないでください。 

電流容量などの違いにより义炎-感電の 
原因となることがあります。 


〇 電源コードは確実に接続し、 
束ねたまま使用しない 

電源コードを接続するときは接続□じ確 
実に差し込んでください。差し込みが不 

0 完全な場合、义災•感電の原因となるこ 
とがあります。 

根元まで差し込んでもゆるみがあるコン 
セントには接続しないでください。その 
場合、販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 

また、電源コードは束ねたまま使用しないでくだ 
さい。発熱し、义災の原因となることがあります。 


Q 


禁止 


電源コードを 
熱器具にお付けない 

コードの被ふくが溶けて、火災-感電の 
原因となることがあります。 


0 


禁止 


電源プラグを抜くときは 

電源コードを引っ張らずにおずプラグを 
持って抜いてください。コードが傷つき、 
义楽-感電の原因となることがあります。 


S 


禁止 


へッドホンを使用するときは 
音量を上げすぎない 

ちを刺激ずるような大きな音量で長時間 
続けて聞くと、聴力に悪い影響をちえる 
ことがあります。 


ぬれ手禁止 


濡れたまで電源プラグを 
抜き差ししない 

感電の原因となることがあります。 


〇 機器の接続は説明書をよく読ん 
でから接続する 

みず卖^5^テレビ-オーデイオ機器-ビデオ機器な 
&どの機器を接続する墙合は、電源を切り、 
各々の機器の取报説明書に従って接続し 
てください。 

また、接続には指定:のコードを使巧してください。 
指定 W ホのコードを使用したり、コードを延長し 
たりずると発熱し、やけどの原因となることがあ 
りまず。 


〇 

おず実施 


電源を入れる前には 
音量を最小にする 

实が大きな音が化て、聴力障害などの原 
因となることがあります。 


Q 


禁止 


長時間音が歪んだが態で 
使用しない 

スピーカーが発熱し、义楽の原因となる 
ことがありまず。 


0 


禁止 


不安定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ち 
たり倒れたりして、けがの原因となるこ 
とがあります。 




禁止 


次のような場所には置かない 

义災 • 感電の原因となることがありまず。 
• 調理台や力日湿器のぞばなど油煙や湯気 
が当たるようなところ 
• 湿気やほこりのをいところ 
• 直射日光の当たるところや暖房器具の 
おくなど高温じなるところ 


〇 

'必ず実施 


壁や他の機器から 
少し離して設置する 

放熱をよくするためじ、化の機器との間 
は少し離して置いてください。ラックな 
どに入れるときは、機器の天面や背面か 
ら少し隙間をあけてください。内部に熱 
がこわり、义災の原因となることがあり 
ます。 

Q 通風孔をふさがない 

内部の温度上昇を防く’ため、通風孔が 
な止 開けてありまず。次のような使いかた 

はしないで<ださい。内部に熱がこも 
り、义災の原因となることがありまず。 
•あお向けや横倒し、逆さまにする 
• 押し入れ•専巧のラック W 外の本箱など風通し 
の悪い戳い場所に押し込む 
■テーブルク□スをかけたり、じゆうたん•布団 
の上に置いて使巧ずる 

〇 電池を交換するときは 

•極性表示にま意し、表示通りに正しく 
、 入れる 

♦指定: w 外の電池は使用しない 

0 * 新しい電池と古い電池を混ぜて使巧し 
&ぃ 

間違えると電池の破裂-液漏れ(こより、 
禁± 乂災.けがや周囲をミち損ずる原因となる 
ことがありまず。 


S 


禁止 


0 


禁止 


この機器に乗ったり、 
ぶら下がったりしない 

特に幼いお子様のいるご家庭では、ごを 
意ください。倒れたり、壊れたりして、 
けがの原因となることがあります。 

重いものをのせない 

機器の上に重いものや外枠か6はみ化る 
ような大きなものを置かないでくださ 
い。バランスがくずれて倒れたり、落下 
して、けがの原因となることがありまず。 


移動させるときは 

まず電源を切り、必ず電源プラグをコン 
セントから抜き、外部の接続コードを外 
電源プラグをしてか6おこなつてください。コードが 
=1ン、セ,ン*'傷つき、义楽•感電の原因となることが 


€ 


か6巧け 


あります。 


長期間の外出•旅行のとき、 
またはお手入れのときは 

安全のためおず電源プラグをコンセント 
電源プラグをから抜いてください。义炎-感電の原因 


€ 


コンセント 
から巧け 


となることがあります。 


A 日年に一度は巧部の掃除を 

販売店などじご相談ください。内部じほ 
こりがたまったまま、長い間掃隙をしな 
ミま胃いと义災啼故障の原因となることがあり 
ます。 

特に、湿気の多くなる梅雨期の前におこなうと、 
より効果的でず。なお、内部の掃除費用じついて 
は離売店などにご相談ください。 
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再生前の準備 '' 
再生のしかた''… 
録音のしかた . 

コピーの しかた 


接続のしかた 


準備 . 8 

接続に巧用ずるケーブル . 8 

接続する機器じついて . 8 

スピーカーの 接続のしかた . 8 

スピーカーケーブルを接続ずる . 8 

スピーカーの 接続 . 9 

再ま機器の接続のしかた . 9 

録音機器の接続のしかた . 10 

電源コードの接続のしかた . 10 


ステレオ音のエチケット 

隣近所への配慮〔おもいやり）を十分に 
いたしましょう。 

特に静かな夜聞は、かさな音でも通りや 
ずいものでず。夜聞の音楽鑑賞には、特 
に気を配りましょう。 


八了ン4日リ- 

因 

I 音のエチケット J 




本機の特長 


1. 繊細さと力強さを両立ずる UHC - MOS シングルプッシュプル回巧 

最ル単位の増幅素子で通常の3〜1日倍の電流供給能力を持ち、繊 
細な表現力と八イパワーを両立しまず。ソリストの消え入るよう 
なピア こ、ソ シモからホールを揺るがすフルオーケストラの大音響 
まで、アーティストの情感をバランス豊かに描ききります。 

2. 振動を抑える Direct Mechanical Ground 構造 

振動が音質に与える影響を徹底して抑えるため、防振構造の見直 
しをおこないました。パワートランスやラジェーターなど、様々 
なパーツの取りかけ-配置において、外部-内部振動の影響を効 
果的に排除ずる手段を講じ、透明度と音像定位の向上を國ってい 
まず。 

3 . 回 KPS の干渉を抑える巨ブ□ック-七パレーテッド-シャーシ 

各回路の相互干ミ歩やノイズの流入を抑え、優れたステレオイメー 
ジを得るためパワーアンププ□ックを L / R 対称に配したツインモ 
ノラル構成としています。さらに信号レベルの異なる回路も分離 
して遮蔽を徹底し、厚さ 1.6 mm の麵 I おを使用した目ブ□ック•セ 
パレーテッド構造を探巧。また、パワーアンププ□ックの取付を 
強化-低重も化し、各ブ□ック間の干渉じよる音質への影響を排 
除し、音場感じ優れた再生を実現していまず。 

4 . リモートコント□—ル巧応 

DEMON 製 CD プレー古一も操作可能なリモートコント□ーラーを 
装備しています。 


目;夕 

ご巧用になる前に 


まを上のごを意 . 2 

g 次 . 4 

本機の特長 . 4 

付属品じついて . 己 

取り扱い上のごを意 . 己 

設置の際のご注意 . 己 

携帯電話使用時のごを意 . 已 

結露（つゆつき）について . 已 

お手入れについて . 已 

リモコンじついて . 已 

乾電池の入れかた . 已 

リモコンの使いかた . 5 

ち部の名前とはた5き . 6 

フ□ントパネル . 6 

リアパネル . 7 

リモコン . 7 
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付属品について 


ご使用の前じご確認ください。 


① 取扱説明書（本書） . 1 

② 製品のご柜談と修理-サービス窓□のご案内 . 1 

⑤ 電源コード【本機専用】（長さ： 1.5 m ). 1 

④リモコン （ RC -1138). 1 

⑥ 単4乾電池 . 2 

⑥保証書 . 1 


因 

本書に使巧しているイラストは、取り扱いち法を説明するためのも 
ので、実物とは異なる場含があります。 


取り巧い上のごま意 


設置の際のごを意 


放熱のため、本機の天面、後面および両側面と壁や他の AV 
機器などとは十分に離して設置してください。 




十分に離ず1 

u 

〇 。 f 

) 〇 ◎ 

义 \ 


© © © v = 

〇 

J 感心 




携巧電話使用時のごを意 


本機の近<で携帯電話を使用ずると、雑音（ノイズ）が入る 
ことがありまず。携帯電話は本機から離れた位置でお使い< 
ださい。 


結露（つゆつを）について 


本機を寒いところから急に暖かいところに移動させたり、本 
機を設置した部屋の温度を暖房などで急に上げたりずると、 
内部に水滴がが<ことがありまず（結露)。結露したまま本 
機を使用ずると、正常に動作せず、巧障の原因となることが 
ありまず。結露した場合は、本機の電源を切ったまま1〜2 
時園放置してから使用してください。 


お手入れにごいて 


•キャビネットや操作パネル部分のちれを拭き取るときは、 
柔らかい布を使用して堅<拭き取って<ださい。 

•化学ぞうきんをご使用の際は、そのを意書に従って<ださい。 
•ベンジン、シンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本 
機に付着ずると、変質したり変色ずることがありまずので 
使用しないで < ださい。 


■ J モコンにごいて 


このリモコンでは、 DEMON 製の CD プレー"一の操作がで 
言まず。 

《一部操作ができない製品もありまず。 


巧電池の入れかた 


①矢印の方向に裏ぶたをずら③単4お乾電池に本）を令 
して外ず。 れぞれ乾電池収納部の表示 

通りに入れる。 




• リモコンじは単4お乾電池をご使用ください。 

• リモコンを本機の近くで操作して本機が動作しないときは、新しい 
乾電池と交換してください。（付属の乾電池は動作確認巧です。早 
めじ新しい乾電池と交換してください。） 

• 乾電池を入れるときは、リモコンの乾電池収納部の表示通りじ©側- 
©側を含わせて正しく入れてください。 

•破損-液漏れの恐れがありますので、 

-新しい乾電池と使巧した乾電池を混ぜて使巧しないでください。 

-違う種類の乾電池を混ぜて使巧しないでください。 

•乾電池をショートさせたり、分解や加熱、または义に投入したり 
しないでください。 

•で一、 乾電池の液漏れがおこったときは、乾電池収納部内じついた 
液をよく拭き取ってか6新しい乾電池を人れてください。 

• リモコンを長時間使巧しないときは、乾電池を取り化してください。 
•不要になった乾電池を廃棄ずるときは、お住まいの地域の楽例にし 
たがって処理をしてください。 


モコンの使いかた 

リモコンはリモコン受光部に向けてご使用ください。 



リモコン受光部(こ直射日光や照明器具の強い光が当たっているとリ 
モコンが動作しにくくなります。 
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各部の名前とはた 6 定 


フ□ントパネル 



〇電源表示 

本機の状態により次のようじ変わりまず。 


>電源 ON 後数秒間 
•電源 ON 時： 
•ミューティング時: 
•スクンバイ時： 
■電源 OFF 時： 


赤色 

緑を 

赤色 

赤色 

消灯 


(点滅） 


(点滅） 


〇電源スイッチ 

(_ ON/STANDBY 里 OFF ) 

• "■ ON / STANDBY " じずると電源が入りま 
ず。 

•"■ OFF " (こすると電源が切れまず。 

0へッドホンジャック 

•へ、ソドホン（別売り） 

きじ使用しまず。 

•ヘッドホンを使用ずる塌合は、ヘッドホンプ 
ラグを差し込みまず。ヘッドホンプラグを差 
し込むとスピーカー化力は自動的に切れます 
ので、スピーカーか6音は化ません。 

〇低音調節つまみ （ BASS ) 


( PHONES ) 

でお楽しみいただくと 


©高音調節つまみ （ TREBLE ) 

@バランス調節つまみ （ BALANCE ) 

0音量調節つまみ ( VOLUME ) 

©録音出力切り替えつまみ 
(REC OUT SELECTOR ) 

©入力切り替えつまみ 
(INPUT SELECTOR ) 

再生ずるソースを選択します。 

® 入力表示 

入カソースの表示が穫色に点财します。 

のパワーアンプダイレクトスイッチ 
(POWER AMP DIRECT ) 

•"— ON " [こすると、リアパネルのパワーアン 
プダイレクト端子に接続した機器を再生ずる 
ことができまず。このとき入力表示は消财し 
まず。 

• "■ OFF " にすると、入力切り替えつまみで選択 
したプ□グラムソースを再生することができま 
す。このとき入力表示は点なします。 


ソース ダイレクトスイツチ 

(SOURCE DIRECT ) 

• "— ON " じすると、信号は音質調節回路（低音 
/高音/パランス/ラウドネス）を通6ないため、 
より原音に忠実な再をができます。 

•"皿 OFF " にした攝含は、お好みの音質に調 
節することができまず。 

瓜リモコン受光部 


• 0 ©© は、ソースダイレクトボタンを "■ OFF " 
にしたときに機能しまず。 

•音量調節つまみが中央よりち側じあるとき、低音 
調節つまみまたは高音調節つまみで可変できる 
範囲は減少しまず。 

•音量調節つまみをちに◎し切ると、低音•高音と 
ち可変できなくなりまず。 

•パワーアンプダイレクトスイ、ソチを "— ON " に 
ずると、本機で音量やバランス、 I -ーンを調節し 
ても効果がありません。音量の調節は、人力側の 
磯器でおこなってください。 

•パワーアンプダイレクトスイ、ソチが "— ON " の 
場含、本機は最大の音量になっていまず。再生ず 
る前に入力側の機器の化カレべルを確認し、音量 
を調節してください。 
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u アパネル 



〇入力端子 （ INPUTS ) 

再生機器をお統します。 

0パワーアンプダイレクト端子 
(POWER AMP DIRECT ) 

パワーアンプへ直接入力する端子です。 

音量の調整は接続ずる機器の側で行なって< 
ださい。 

0録音出力端子 

( RECORDER -1、 RECORDER -2) 

録音機器をお続します。 

〇スピーカー端子 (SPEAKER SYSTEMS ) 

スピーカーを接続しまず。 

@ AC インレット （AC IN ) 

付属の電源コードを接続します。 

付属の電源コード]かは使用しないで < ださい。 

@ AC アウトレット （AC OUTLETS ) 

化のオーディオ機器の電源コンセントとして 
ご利用 <ピさい。 

〇ブリアウト端子 (PRE OUT ) 

パワーアンプやサブウーハーなどを増設する 
ときに使用しまず。 


© ァース端子 (SIGNAL GND ) 

レコードプレーヤーのアース綜を接続します。 



この端子は安全アースではありません。 

〇力ートリッジ切り替えスイッチ 

使巧ずるレコードプレーヤーのカートリッジ 
の種類じより、このスイ 、ソチを 押して MM (■) 
または MC (― ) に切り替えてください。 



•録音化力 （ REC ) 端すやプリアウト端す(こは絶 
対にショートピンプラグは挿入しないでく ださ 
し、故障の原因じなります。 

因 

• PHONO 入力端子にはショートピンプラグが付 
属していまず。レコードプレーヤーを接続する際 
はタトしてください。外したショートピンプラグは 
大切に保管してください。 

•プリアウト端すはへ、ソドホン使用時にち信号が化 
力されまず。信号を遮断したい場台は、接続した 
機器（パワーアンプなど）で操作してください。 


さ部の名前とはた5を 


U モコン 


を部のはたらきなど詳しい説 S 月については、 （） 内のページを参照してください。 

. アンプ操作ボタン…- 


r …化〇 


■ Q 3 i 

lanMaSl 


DISC LAYER SOURCE 


◎ ◎ ◎ 

4 / 5 、fi 

<@ @ @ 
iV; ソ g 

◎ ◎ ◎ 

▼ 

0 ♦lO CLEAR 

@ @ @ 


RESTORER TIME REPEAT 

c - ) c - ) ( - ) 

CALL 

1^3 ^^9 

c - ) f - ^ c - ^ 

sa EH ES 

o o o 

DIMME 

o 


◎ 9 

、一ーグ INPUT 

SELECl 

JUTING V 

O © O 


DEMON 

RC-1138 



アンプ電源ボタン 




(AMPLIFIER POWER) 

.( 11 ) 





. DEMON 製品の操作ボタン . 

付属のリモコンに対応ずる CD プレー古一 ( DCD - 
1目己日5[など)の操作ができます。操作のしかたは、 
CD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


…アンプ操作ボタン… 


ミューティングボタン （MUTING) 

押ずと消音します。本体の電源表示が赤色に点 
減しまず。もう一度押ずと、音が化ます。 

音量調節ボタン （VOLUME ▲/▼).(11) 

入カソース選択ボタン 

(INPUT SELECT) リ 1) 

( RECORDER -2, RECORDER -1、 PHONO 、 
CD 、 TUNER 、 LINE -1. LINE -2) 


国 


•このリモコンでは、 DEMON 製□□□の CD プレーヤー 
の操作ができまず。 

•ご使用の隙は、各機器の取撒説明書わあわせてご覧 
ください。 

•一部操作ができない製品ちあります。 
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接続のしかた 


この取扱説明書では、巧応するすべての音声信号ち式の接続 
ち';去を説明しています。接続する機器に合わせていずれかの 
接続ち';ちをお選び < ださい。 

•すべての接続が終わるまで，電源プラグをコンセントに差し込まな 
いでください。 

•接続ずる機器の取撒説明書も必ずお読みください。 

•左ちのチヤンネルを確かめてか6、正しく L とし R と R を接続 
してください。 

•接続ケーブルは、電源コードやスピーカーケーブルを一緒に束ねな 
いでください。雑音の原因じな y ます。 


準備 


接続に使用するケーブル 


ご使用になる機器に合わせて、ケーブルをご用意ください。 


音声ケーブル 


アナ□グ接続 ( RCA ) 

(白）® 

(ホ）® 




ピンプラグケープル（市販） 



接続ずる機器について 


SA ソース再生時のご注意 

SA ソース 〔 DVD オーディオ、スーパーオーディオ CD などの可聴帯域を越える高域成分を含んでいるソース）じ対応していない通常の 
スピーカーを接続する場合は、プレーヤー （ DVD オーディオ、スーパーオーディオ CD など）の特性を通常のスピーカー〔またはアンプ） 
じ含わせて設定してください。 

SA ソースの再生時に音量を上げすぎると、スピーカーを損傷することがあります。プレー古一の設定じついては、プレー中一に付属の取 
扱説明書をご覧ください。 


スピーカーの接続のしかた 


スピーカーケーブルを接続する 


本機とお使いになるスピーカーの左チャンネル （ L )、 ちチャ 
ンネルの)、+ (ホ)、一（黒）をよくお認し、同じ極性を 
接続してください。 


1 

2 


スピーカーケーブル巧端の被覆を 
10 mm 程度はがし、芯線をしっかりよ 
じるなど端末処理をお こなろ。 

スピーカー端子を左じ回してゆるめ 
る。 



3 


スピーカーケーフルの芯線をスピー 
カー端子の根元に差し込む。 



4 


スピーカー端子をちに回してしめる。 




バナナプラグの場を 


端子をちじ◎して 
締めがけてか6 
挿入ずる。 


グ 




•接続の際、スピーカーケーブルのお線が端子からはみだして化の端 
すに接触しないようじしてください。またスピーカーケープルの芯 
髓どうし、およびお線がリアパネルやねじじ接触しないようにごを 
意ください。故障の原因となりまず。 

•通電中は絶対にスピーカー端すに触れないでください。感電する攝 
合がありまず。 

□スピーカーのインピーダンスじついて 

スピーカーの使用状巧に応じてスピーカーのインピーダンスは次 
の範囲のものをお使い<ださい。 


使巧スピーカー 

インピーダンス 

A または巨のみ 

4〜1目 Q 

A と巨の両方 

8-16 0 


保護回路じついて 


8 


次のときじ保護回路が動作します。 

•スピーカーケーブルのお線がリアパネルやねじに接触したり、 
スピーカーケーブルの+、一側が接触しているとき 
• 本機の周囲の温度が異常に高くなったとき 
• 長時閨大化力で使巧して内部の温度が上昇したとき 

保護回路が動作ずると、スピーカー化力は遮断され、電源表示が 
赤色に点滅します。このような場合は、電源コードを抜いてか6 
スピーカーケーブルや入カケーブルの接統を確認してください。 
また、本機の温度が極端に上がっている場含は、本機がをえるの 
を待ち、周囲の通風状態を良くしてください。その後、もう一度 
電源コードを入れ直してください。 

本機の周囲の通風や接続に問題がないのじも関わ6ず、保護回路 
が動作する場合は、本機が故障していることも考え6れますので、 
電源を切った上で、弊社の修理相談窓□じご速絡ください。 
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スピーカーの 接続のしかた 


スピーカーの接続 


スピーカ ー A 


スピーカー已 ) 



バイワイヤリンク接続 


バイワイヤリング接続に対応しているスピーカーの高域用入力端子にスピーカー A (または 
B ) を、ほ域用入力端子にスピーカー B (または A ) をそれぞれ接続してください。この接 
続では広域用スピーカーユニットとほ域用スピーカーユニット園の信号の干ミ歩の影響をほく 
おさえることができるため、高品位な再生をお楽しみいただけまず。 



再生機器の接続のしかた 


• レコードプレーヤーのカートリツジの種類に応じて、カートリツジのスイ、ソチを切り替え 
てください。 

• アース線を接続して八ムなどの雑音が化る場合は、アース綜を接続しないでください。 

' レコードブレーヤー、 


八ワーアンプ N 

- AUDIO - 

IN 





プリアンプ 

- AUDIO - 

OUT 



广 チュ—ナ- 'N 

- AUDIO - 

AUDIO OUT 

禱 L 

禱 R 

V . ___ J 

DVD ブレーヤー 

- AUDIO - 

AUDIO OUT 


^*：»禱 L 
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AUDIO OUT 



— AUDIO - 
AUDIO IN 




# 

曇 



CD レコーダー/ 
MD レコーダー/ 

广 テープデッキ 2 ^ 


■ 


.nf 爲 I 

。画 
= f©J 






D 

a 


a 




AC out 

4C lOOV 


LETS - - 

io/eoHz I 

〇3 


a 


D 


r — が …— I 



AC アウトレットへの接続じついて 

SWITCHED (速動2 □、合計最大容量1 20 W ) : 
スクンバイおよび OFF 状態では> 電源供給を 
停止しまず。 

姐 




UNSWITCHED (合計最大容量 240 W ) : 


本機の電源ボタンの ON (― ) / OFF 〔■)し 
関係なく、常に電源を供給します。 


電源コード 




電源コンセント 
AC 100 V 、 50/60 H 之 


•電源プラグは確実に、電源コンセントおよび AC アウトレツトじ差し込んでください。 

•接続する機器の消費電力の合計が最大容量〔連動： 120 W 、 非連動： 240 W ) を超えないようじして< 
ださい。 

• AC アウトレツトへはオーディオ機器の電源プラグを差し込み、ドライ中一などオーディオ機器]■ソ外の 
電源としては使巧しないでください。 


CD レコーダー/ 
MD レコーダー/ 
テープデッキ1、 

- AUDIO - 


• 

■ 


7#^ 

))1 RECORDER-1 


し 


r ® @na 





RECORDER-2 



喔 


AUDIO OUT 




—ドの接続のしかた 


録音機器の接続のしかた 
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操作のしかた 


<BASS> I <BALANCE> INPUT SELECTOR 
<TREBLE> <REC OUT SELECTOR 


POWER 


VOLUME 


— INPUT SELECTOR 


取説中のボタンちの表巧じついて 


本体とリモコンの両方じあるもの- 

一 BUTTON 1 

V 



POWER <S0URCE DIRECT〉VOLUME 



IIO 窗 log 。呂 Bo 
言 0 1 八，◎み： ◎ . Ho ち U Do 
証 0 ’© N ◎、.◎面 jHO 呂 0 O 































































































































再生前の準備 


録音のしかた 


VOLUME で音量を最ルじする。 


2 


《SOURCE DIRECT 〉 を **mOFF" じする。 


2 


<REC OUT SELECTOR 〉 を "SOURCE" ①位置 
じする。 

INPUT SELECT 邮で録音するソースを選ぶ。 

【選択できるソース】 


3 


< BASS >、< TREBLE > および < BALANCE > を 

RECORDER-2 

RECORDER-1 

PHONO 

CD 

TUNER 

中央の位置じする。 

LINE-1 

LINE-2 



4 


POWER を押して電源を入れる。 

• 電源表示が数秒闇ホ色じ点滅した後、緑色に点灯しま 
ず。 


再生のしかた 


7 INPUT SELECTOR で再をするソースを選ぶ。 

選択されたソースの入力表示が点好しまず。 

【選おできるソース】 


RECORDER-2 

RECORDER-1 

PHONO 

CD 

TUNER 

LINE-1 

LINE-2 



2 


選択されたソースを再生する。 


3 


VOLUME で音量を調節する C 


4 


< BASS >、< TREBLE > および < BALANCE > で音 

質を調節する。 

《音質の調節が不要なときは、 <S0URCE DIRECT 〉 を 
押してください。 


3 


録音機器を録音が態にする。 


4 


録音するソースの再生をはじめる。 


コピーのしかた 


<REC OUT SELECTOR 〉 で "RECORDER-I► 2" 
(または "RECORDER-2 ► r) を選ぶ。 

【選択できるソース】 


RECORDER-1► 2 


RECORDER-2 ► 1 


2 


《 " RECORDER-r せら " RECORDER -2" にコピー 
ずるときは " RECORDER -1►2" を逞びまず。 

《 " RECORDER -2" せら •' RECORDER -1" じコピー 
ずるときは " RECORDER -2 ►1" を違びまず。 

RECORDER-2 (または RECORDER-1 ) 端子に 
接続した機器を録音状態じする。 


録音中に INPUT SELECTOR を操作ずると，録音ずるソースが切り替 
わりまず。 


3 

因 


RECORDER-1 (または RECORDER-2) 立詰すじ 
接続した機器の再ををはじめる。 


•録音中に、 INPUT SELECTOR を再生しているソースにずると録音 
する音声を再生します。また、 INPUT SELECTOR を録音している 
機器にすると録音した音声を再生しまず。 

•操作する際は、機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。 

録音中に INPUT SELECTOR を操作ずると、音声が途切れたり、雑音 
が録音されることがあります。 
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脚璋かな？と思った 5 


□る接続は正しいですか 
□ 取巧説明書に従って正しく操作していますか 
□ スピーカーやプレーヤーは正し<動作していますか 

本機が正常に動作しないときは、次の表に従ってチェックしてみてください。 

なお、この表のを項にわ該当しない場合は本機の S 夕障とわ考えられまずので、お買い上げの 
販売店にご相談ください。 

もし、お買い上げの販売店でお分かりにならない場合は、当社のお客様相談センクーまたは 
お近 < の修理ち談窓 □ にご連絡< ださい。 


症げ 

原因 

巧策 

関連ページ 

電源を入れても，電源表 

• 電源コードプラグの差し化み 

•電源コードプラグの差し込 

10 

示が点灯せず音が化な 

が不完全である。 

みを点検してください。 


い。 




電源表示がホ色に点ミ臧 

•スピーカーケープルのな線ど 

■電源コードをほき、な線を 

8 

し、音が化ない。 

うしの接触や、お髓が端すか 

しっかりとより直すか、端 



ら外れて本機のリアパネル(こ 

末処理をずるなどした後で、 



接触したために、保護回路が 

接続し直してください。 



はたらいている。 




•機器内部の温度上昇じより、 

•一を電源を切って、本体の 

8 


保護回路がはた6いている。 

温度が十分下がってから、 




電源を入れ直してください。 




•本機を風通しの良い塌所に 

5 



設置し直してください。 


電源表示は点なするが、 

•スピーカーケープルの接統が 

•確実に接続して<ださい。 

9 

音が化ない。 

不完全である。 




•人力切り替えつまみの位置が 

•正しい位置に切り替えてく 

11 


不適当である。 

ださい。 



•音量調をつまみが最ルになっ 

•適当な位置まで回してくだ 

11 


ている。 

さい。 



•人カケーブルの接続が不完を 

•巧実に接続してください。 

9 


である。 



左ちのスピーカーのち" 

•スピーカーケープルの接続が 

•確実に接続して<ださい。 

9 

側だけ音が化ない。 

不完全である。 




•入カケーブルの接続が不完全 

•巧実に接続してください。 

9 


である。 




•左ちのバランスがずれている。 

•バランス調節つまみを正し 

11 



く調節してください。 
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症状 

原因 

巧策 

関連ページ 

ステレオのときに、各楽 
器の位置が左ち入れ曾 
わっている。 

•スピーカーや入カケープルの 
接続が左ち逆になっている。 

•左ちの接続を確かめてくだ 
さい。 

9 

レコード再生のときじ、 
再生音と一縄に"ブーン" 
という音が化る。 

•プレー中一のアース線が外れ 
てし''る。 

• PHONO 端子の接結が不完全 
である。 

•プレー中一のおくにテレビや 
VTR があるため、影響を受け 
ている。 

•確実に接続してください。 

•確実に接続してください。 

•設置位置を変えてみてくだ 
さい。 

9 

9 

レコード再生のときに 
音量を大きくずると再 
生音と一緒に"ヮーン" 
という音が化る。（八ゥ 
リング現象） 

•プレー中一とスピーカーとの 
距離がおすぎる。 
•スピーカーの振動が床を通し 
てプレー古一に伝わってしま 
ぅ。 

•できるだけ離して設置して 
ください。 

•スピーカーの振動をクッ 
シヨンなどで吸収させてく 
ださい。 

プレーヤーにインシュレー 
ターが付いていないときじ 
は、市販のオーディオイン 
シュレーターを使ってくだ 
さい。 

— 

レコード再生のときに 
音がひずんで闇こえる。 

•針圧が適当でない。 

•針先にづミがついている。 
•カートリツジの不良。 

•正しい針圧に調整してくだ 
さい。 

•針先を確かめてください。 
•カートリッジを交換してく 
ださい。 

- 





























巧証と修理について 


偏正書 


この製品には保証書が添付されておりまず。 
保証書は、かず「販売店を-購入日」などの 
記入をおかめて販売店から受け取っていただ 
き、内容をよくお読みの上、大切に保管して 
ください。 


保証期間はご購入曰か 61 年間です。 


□巧証巧巧中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理ちせていた 
だきまず。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証書が添付されない場合は> 有料修理じなりま 
すので，ごミ主意ください。 

□偏蜘巧経過をの修理 

修理によって機能が維持できる場合は、お客 
様のご要望じより、有料修理致しまず。 

有料修理の料金じついては『製品のご相談と 
修 i 里-サービス窓□のご案内』じ記載の、お 
近 < の修理柜談窓□へお問い合わせ < ださ 
い。 

修理を依巧をれるとを 


□修理を巧巧される前に 

* 取扱説明書の「故障かな？とおったら」の 
項目をご確認ください。 

* 正しい操作をしていただけずに修理を依頼 
される場合がありまずので、この取扱説巧 
書をお読みいただき、お調べください。 

□修理を巧巧されるとを 

* 添付の『製品のご柜談と修理-サービス窓 
□のご案内』じ記載の、おお< の修理柜談 
窓□へご柜談ください。 

* 修理を依頼されるときのために、捆包材は 
保存しておくことをおずずめしまず。 


依巧の隐に連結していただをたい 
内容 


•お名前、ご住所、お電話番号 
* 製品名……'取扱説明書の表おじ表示してい 
まず。 

* 製造番号…保証書または製品背面（または 
底面や側面）に表示していまず。 
•できるだけ詳しい巧障または異常の内容 

補修部品の巧ち期間 


本機の補修用性能部品の保有期聞は、製造巧 

ち切り後8年でず。 

お客様の個人情き目の巧護について 

• お客様にご記入いただいた保証書の控えは、 
保証期聞内のサービス活動およびその後の 
安全点検活動のために記載内容を利用させ 
ていただく場合がございまずので 、あらせ 
じめご了承ください。 

•この商品に添がされている保証書によって、 
保証書を発行している者（保証責任者）お 
よびそれ W 外の事業者に対ずるお客様の法 
律上の権利を制限ずるものではありません。 
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をな仕様 


] パワーアンプ部 

定格出力： 

実用最大出力： 

全高周波ひずみ率 
出力端子： 


□プリアンプ部 

プリアウト出力： 
イコライザーアンプ出力 
入力感度/ 

入カインピーダンス： 


R I A A 偏差： 
□綻合特性 
S N 比： 

( A ネットワーク） 

周波数特性 
卜ーン.コント □ —ル 

□総合 

AC アウトレット： 

電源： 

消費電力： 

最大かおブ法： 

質量： 


両チヤンネル驅動 （CD 一 SPOUT ) 

80 W + 80 W (負荷 8 Q 、20 Hz -20 kHz T . H.D 0.07%) 
160 W +160 W (負荷 4 Q 、1 kHz , T . H.D 0.7〇/〇 、 J 曰 TA ) 

0.010/〇〔を格化力一 3 d 日時)、負荷80、 1 kHz 

スピーカ ー/ A または巳：負荷4〜1目 Q、A + 巨：負荷8〜1目 Q 

バイワイヤリング ：負荷4〜1目 Q 

へ、 ソ ドホン/ステレオへ ツ ドホン適合 


(REC OUT 端子）： 


:定格化力 0.9 V 
:定格出力1日 OmV 


PHONO ( MM ) : 2.日 mV /47 k Q 

PHONO ( MC ) : 2001 iV /100 Q 

CD 、 TUNER 、 LINE -1. LINE -2. 

RECORDER -1 、 RECORDER -2 :13 日 mV /47 k 0 (ソースダイレクトオフ) 

1 35 mV /23 k 0 (ソースダイレクトオン) 
: 20 Hz -20 kHz ± 0.己服 


PHONO 


PHONO ( MM ) 

PHONO ( MC ) 

CD 、 TUNER 、 LINE -1, LINE -2, 

RECORDER -1 、 RECORDER -2 : 108 服（入力端す短絡時) 


89 dB (入力端子短絡、入力信号 5 mV 時) 
74 dB (入力端す短絡、入力信号 0.5 mV 時) 


5 Hz 〜100 kHz (0 〜- 3服） 
BASS (低域） 

TREBLE (高域） 


100 H 2±8 dB 
10川2 ±8服 


UNSWITCHED (非連動） T 個：容量 240 W 
SWtCHED 〔連動）2個 ：含計容量 T 20 W 
AC 100 V 50/60 H 2 
275 W (電気巧晶安全法[こよる） 

0.2 W (スタンバイ時） 

434 (幅 ）X 181(高さ ）X 435 (奧巧き ） mm 
24,0 k 呂 
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□リモコン （ R に11 38) 


リモコンち式： 
電源： 

か形づ法： 

巧 S . 

臭里- 


赤外線パルス式 

DC 3 V 単4お ( R 03) 乾電池2本使用 
44 (幅 ）X 233 (高さ ）X 22 (奥行き ） mm 
142 s (乾電池を含む） 


《 」EITA :(せ）電子情報技術産業協会（略称： JEITA ) が制定した規格です。 


※仕様および外観は改良のため、予告なく 
変更ずることがありまず。 

※本機を使巧できるのは日本国内のみで、 
外国では使巧できません。 


※本機は国内仕様です。 

'必ず AC 100 V のコンセント(こ電 
源プラグを差し込んでご使巧く 
ださい。 AC 100 VW 外の電源に 
は絶対に接続しないでください。 


0 















索引 


幅"あ巧 ぺージ 


音量調節つまみ （ VOLUME ). 目 

音質の調整 . 11 

音量の調節 . 11 


原か巧 ぺージ 


乾電池 . 己 

高音調節つまみ （ TREBLE ). 6 

コピーの しかた . 11 


風 は巧 ぺ-ジ 

バイワイヤリング接続 . 9 

バランス調節つまみ （ BALANCE ). 6 

ピンプラグケーブル . 8 

保護◎路 . 8 


囑" 6 巧 ぺ-ジ 

録音機器の接続 . 10 


屈=さ行 


ページ 


再生機器の接続 . 9 

スピーカー ケープル . 8 

スヒーカーの接続 . 8、9 

接続に使巧ずるケープル . 8 

ソース ダイレクトスイ、ソチ 

(SOURCE DIRECT ). 6 


幅"た巧 ぺ—ジ 

低音調節つまみ （ BASS ). 6 

電源コード . 10 


極"な巧 ぺージ 


入力切り替えつまみ (INPUT SELECTOR ) ……11 


ご使巧になる前に 

接続 

再生 

故晴かな？と思ったら 

保証と修理 

主な仕様 I 

翻 
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なゴ含な コツシコ— 7— p - ヴテイツヴ 


本 な 

干 104-0033 まま都中央区巧り| 1-21-2 

宗場巧タワー 14 F 

お客様相談センター 

TEL : 045 - 670-5555 

【電話番号はお間違えのないようじおかけください。】 

受付時圍 9 : 30 〜 1 2 : 00,12 : 45~ 17 ： 30 


(当社休日および祝日を除<,月〜金曜日） 

故障•修理•サービス部品じついてのお問い合わせ先（サービスセンクー）じついては, 
ホの URL でもご巧認できます。 

http://denon.jp/info/info02.html 


後日のためじ記入しておいてください。 


購入店名： 

電話 （ - - ) 

^ ご購入年月日： 

年月日 J 






